
役員立候補者等　公示　19

立候補役員名 全道理事

（ふりがな） はら　たかひろ 男 西暦

氏名 原　貴弘 女 　　1976年　4月　18日

勤務先名

会員番号 16285 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 大能　文昭 会員番号 12598

推薦理由

推薦者-② 武田　志津子 会員番号 17192

推薦理由

推薦者-③ 荒　正和 会員番号 31900

推薦理由

札幌市

平成11年～平成24年　知的障がい者、発達障がい者支援施設勤務
平成24年～　札幌市社会福祉協議会勤務
平成15年　社会福祉士登録、北海道社会福祉士会入会
平成25年～　北海道社会福祉士会理事（1期）　北海道福祉サービス第三者評価事業推進機構担当

平成27年より北海道社会福祉士会の理事として、福祉サービス第三者評価事業推進機構の業務を
始め、様々な社会福祉士会の活動に携わらせていただいております。その中で、道内の様々な福祉
専門職の方々と関わり、私自身も大変勉強させていただきました。また、本業でも今夏の台風被害の
際に、短期間ではありましたが、被災地のボランティアセンターの活動にも関わることがあり、今後の
北海道において少子高齢化がますます進む中、日常の生活の中だけではなく、こうした自然災害等
が発生した際にも大きな力になるのが福祉の力だということを改めて実感いたしました。
次期も引き続き、北海道社会福祉士会の発展と道民の福祉の向上に微力ながら貢献できればと考
え、立候補いたします。

原さんは、札幌市社会福祉協議会で、障がいのある方の権利擁護活動を皮切りに、現在では、地域
福祉やボランティア活動等について、さまざまな関係機関と連携・協力しながら、業務を遂行しており
ます。私は、その誠実な心構えは、北海道社会福祉士会の運営等に適任な人物だと確信しており、
ここに強く推薦いたします。

原理事は、平成28年度、第三者評価事業の担当として、山本理事を補佐しながら的確に研修会等を
すすめてきました。その姿勢からは、第三者評価事業の意義と理解を深め、一層の周知を図ること
で、事業の推進を推し進めようとする意欲に溢れています。講師に対する配慮、研修の進め方に対す
る的確な助言、受講生に対する真摯な態度からも、原理事の誠実な人柄が窺われます。今後とも原
理事は、会員理事として、第三者評価事業を牽引していく人材と考えられ、ここに推薦いたします。

ボランティア業務、福祉のまち推進業務等、相談援助業務を長年にわたり経験しており、推薦に値す
るため。

性別 生年月日 年齢 40歳

社会福祉法人札幌市南区社会福祉協議会


